
66 先端工具カタログ

機械・ロボット MRA超硬バー別作品製作依頼フォーム
下記フォーマットをできる限り、ご記入ください。

ワーク材質 ワーク硬度 加工方法 見積本数

□ 機械使用
□ 手作業

※別作品の最低発注数は10本になります。
※別作品はご注文数に対し、±10％の納入本数となります。

シャンク径 シャンク長 刃径 刃長 刃形状

□ 3.0mm
□ 6.0mm
□ その他

□ クロス □ アルミ

□ スパイラル □ HDタイプ

刃径 シャンク径

テーパ角 全長

刃長 シャンク長

先端角

□ Type 1 □ Type 2 □ Type 3 □ Type 4 □ Type 5

□ Type 6 □ Type 7 □ Type 8 □ Type 46 □ Type 49

□ Type 51 □ Type 52 □ その他

Type1 Type2 Type3 Type4 Type5

Type6 Type7 Type8 Type   46 Type   49

Type51 Type   52

ヘッドタイプ

会社名 住所

お名前 電話番号 FAX番号

ご使用用途

※形状等によりご要望にお応えできない場合がございます。

略図

ご希望サイズに近い型番 → 変更箇所

マシニングセンタ・バリ取りロボットでのご使用には
刃径公差（±0.025）を指定した別作超硬バーを推奨致します！
通常の超硬バーはハンドツール（エアグラインダ等）での使用を想定しており、刃径公差は大きめに製造されています。ハンドツールでご

使用される時は特に問題ありませんが、マシニングセンタやバリ取りロボットで使用される時、切り込み幅の設定によってはチャタリング

が発生したりワークにとどかなかったりする可能性がございます。マシニングセンタやバリ取りロボットでご使用される時は、より厳しい公

差指定で製造した別作超硬バーのご使用をお薦め致します。

※画像提供　（株）スギノマシン　Barriquan

※画像提供　（株）三明

※画像提供　カトウ工機（株）DBR7-P 型バリ取りホルダー

※画像提供　藤本工業（株）

各種用途に合せ、最適な超硬バーをご提案させて頂きます。

右ページおよび巻末の別作フォーマットにご記入のうえ、お問い合わせください。
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